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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のネットワークからチューンアウェイした後、前記第１のネットワークへチューン
バックすることと、
　前記第１のネットワークへチューンバックした後に受信されたパケットが、アウトオブ
オーダーで受信されたことを決定することによって、トリガイベントが生じたことを決定
することと、
　前記決定に応じて、デフォルトのタイミング構成の使用を通して利用可能となるよりも
より迅速に引き起こすために、否定的アクノレッジメント（ＮＡＣＫ）タイミング構成を
修正することと、
　前記修正されたＮＡＣＫタイミング構成に従って、１つまたは複数のＮＡＣＫを送信す
ることと、
　を備える、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　１つまたは複数の喪失されたパケットを示す、パケットがアウトオブオーダーで受信さ
れたことを決定することをさらに備え、前記トリガイベントを決定することは、アウトオ
ブオーダーで受信されたパケットを記憶するために利用可能なメモリが、しきい値未満に
下がったことを決定することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記しきい値は、前記ＵＥにおいて構成可能である、請求項２に記載の方法。
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【請求項４】
　前記トリガイベントは、第１のネットワークからチューンアウェイした後に、前記第１
のネットワークへチューンバックすることを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　第１のネットワークからチューンアウェイした後に、第１の受信チェーンを、前記第１
のネットワークへチューンバックすることをさらに備え、前記第１の受信チェーンは、前
記第１のネットワークのために構成された少なくとも２つの受信チェーンのうちの１つで
あり、
　前記トリガイベントを決定することは、前記第１の受信チェーンが、前記第１のネット
ワークへチューンバックしたことを決定すること、または、前記チューンバック後に受信
されたパケットが、アウトオブオーダーで受信されたことを決定すること、のうちの少な
くとも１つを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記修正することは、１つまたは複数の喪失されたパケットのためのＮＡＣＫの送信を
、前記デフォルトのＮＡＣＫタイミング構成に対してより迅速に引き起こすために、アグ
レッシブなＮＡＣＫタイミング構成の時間期間を初期化することを備える、請求項１に記
載の方法。
【請求項７】
　前記アグレッシブなＮＡＣＫタイミング構成の前記時間期間中、再順序付けタイマのデ
フォルト値未満である値を用いて、前記再順序付けタイマを使用すること、
　をさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記アグレッシブなＮＡＣＫタイミング構成の前記時間期間中、再順序付けタイマが満
了することを待つことなく、１つまたは複数の喪失されたパケットのために１つまたは複
数のＮＡＣＫを送信すること、
　をさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記アグレッシブなＮＡＣＫタイミング構成の前記時間期間中、
　アウトオブオーダーで受信されたパケットが、ネットワークへのチューンバック後に受
信された最初のパケットである場合、再順序付けタイマが満了することを待つことなく、
１つまたは複数の喪失されたパケットのためにＮＡＣＫを送信することと、
　前記アウトオブオーダーで受信されたパケットが、前記ネットワークへのチューンバッ
ク後に受信された最初のパケットではない場合、再順序付けタイマのデフォルト値未満で
ある値を用いて前記再順序付けタイマを初期化することと、
　をさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　前記時間期間は、前記ＵＥにおいて構成可能である、請求項６に記載の方法。
【請求項１１】
　前記時間期間中に使用される再順序付けタイマの値は、前記ＵＥにおいて構成可能であ
る、請求項６に記載の方法。
【請求項１２】
　前記時間期間の満了後、デフォルトのＮＡＣＫタイミング構成へ復帰すること、
　をさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項１３】
　第１のネットワークからチューンアウェイした後、前記第１のネットワークへチューン
バックするための手段と、
　前記第１のネットワークへチューンバックした後に受信されたパケットが、アウトオブ
オーダーで受信されたことを決定することによって、トリガイベントが生じたことを決定
するための手段と、
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　前記決定に応じて、デフォルトのタイミング構成の使用を通して利用可能となるよりも
より迅速に引き起こすために、否定的アクノレッジメント（ＮＡＣＫ）タイミング構成を
修正するための手段と、
　前記修正されたＮＡＣＫタイミング構成に従って、１つまたは複数のＮＡＣＫを送信す
るための手段と、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１４】
　少なくとも１つのプロセッサによって実行されるとき、
　第１のネットワークからチューンアウェイした後、前記第１のネットワークへチューン
バックすることと、
　前記第１のネットワークへチューンバックした後に受信されたパケットが、アウトオブ
オーダーで受信されたことを決定することによって、トリガイベントが生じたことを決定
することと、
　前記決定に応じて、デフォルトのタイミング構成の使用を通して利用可能となるよりも
より迅速に引き起こすために、否定的アクノレッジメント（ＮＡＣＫ）タイミング構成を
修正することと、
　前記修正されたＮＡＣＫタイミング構成に従って、１つまたは複数のＮＡＣＫを送信す
ることと、
　を備える方法、を実行する命令を記憶する、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信
のためのコンピュータ読取可能な媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　米国特許法第１１９条の下の優先権の主張
　[0001]本願は、２０１４年４月１１日に出願された米国仮出願番号第６１／９７８，５
３８号、および２０１５年４月８日に出願された米国出願番号第１４／６８１，６３７号
に対する優先権を主張し、これらの両方は、その全体が参照によって本明細書に明確に組
み込まれる。
【０００２】
　分野
　[0002]本開示は一般に、ワイヤレス通信に関し、さらに詳しくは、パケットがチューン
アウェイ（a tune-away）後にアウトオブオーダーで（out of order）受信されたとき、
否定的アクノレッジメント（ＮＡＣＫ）の送信を高速化する（speeding）ための方法およ
び装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、テレフォニ、ビデオ、データ、メッセージング、お
よびブロードキャストのような様々な遠隔通信サービスを提供するために広く展開されて
いる。典型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯
域幅、送信電力）を共有することにより、複数のユーザとの通信をサポートすることがで
きる多元接続技術を適用し得る。このような多元接続技術の例は、符号分割多元接続（Ｃ
ＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭ
Ａ）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波
数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同時符号分割多元接続（ＴＤ
－ＳＣＤＭＡ）システムを含む。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが、市レベル、国レベル、
地方レベル、あるいは地球レベルでさえも通信することを可能にする共通のプロトコルを
提供するために、様々な遠隔通信規格に採用されている。新興の遠隔通信規格の一例は、
ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ（登録商標））である。ＬＴＥ／ＬＴＥアド
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バンストは、第３世代パートナーシップ計画（３ＧＰＰ（登録商標））によって公布され
たユニバーサルモバイル遠隔通信システム（ＵＭＴＳ）モバイル規格に対する強化（enha
ncements）のセットである。これは、スペクトル効率を改善することによってモバイル・
ブロードバンド・インターネット・アクセスを良好にサポートし、コストを低減し、サー
ビスを改善し、新たなスペクトルを活用し、ダウンリンク（ＤＬ）においてＯＦＤＭＡを
、アップリンク（ＵＬ）においてＳＣ－ＦＤＭＡを、および、多入力多出力（ＭＩＭＯ）
アンテナ技術を使用して、他のオープンな規格と良好に統合するように設計されている。
しかしながら、モバイル・ブロードバンド・アクセスに対する需要が増加し続けているの
で、ＬＴＥ技術におけるさらなる改良の必要性がある。好適には、これらの改良は、これ
らの技術を適用する他の多元接続技術および遠隔通信規格に適用可能であるべきである。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]本開示のいくつかの態様は、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための
方法を提供する。この方法は一般に、トリガイベントが生じたことを決定することを含む
。この方法は、この決定に応じて、否定的アクノレッジメント（ＮＡＣＫ）タイミング構
成を修正することと、修正されたＮＡＣＫタイミング構成に従って、１つまたは複数のＮ
ＡＣＫを送信することとをさらに含み得る。
【０００６】
　[0006]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。この装置
は一般に、トリガイベントが生じたことを決定するための手段を含む。この装置は、この
決定に応じて、ＮＡＣＫタイミング構成を修正するための手段と、修正されたＮＡＣＫタ
イミング構成に従って、１つまたは複数のＮＡＣＫを送信するための手段とをさらに含み
得る。
【０００７】
　[0007]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。この装置
は、一般に、少なくとも１つのプロセッサと、少なくとも１つのプロセッサに結合された
メモリとを含む。少なくとも１つのプロセッサは、トリガイベントが生じたことを決定す
るように構成され得る。トリガイベントに応じて、少なくとも１つのプロセッサは、ＮＡ
ＣＫタイミング構成を修正するように構成され得る。少なくとも１つのプロセッサは、修
正されたＮＡＣＫタイミング構成に従って、１つまたは複数のＮＡＣＫを送信するように
構成され得る。
【０００８】
　[0008]本開示のいくつかの態様は、ＵＥによるワイヤレス通信のためのコンピュータ読
取可能な媒体を提供する。コンピュータ読取可能な媒体は、少なくとも１つのプロセッサ
によって実行されるとき、トリガイベントが生じたことを決定することを含む方法を実行
し得る命令を記憶し得る。この方法は、この決定に応じて、ＮＡＣＫタイミング構成を修
正することと、修正されたＮＡＣＫタイミング構成に従って、１つまたは複数のＮＡＣＫ
を送信することとをさらに含み得る。
【０００９】
　[0009]態様は、一般に、実質的に添付図面を参照して本明細書に記述され、添付図面に
よって例示されたような、方法、装置、システム、コンピュータプログラム製品、および
処理システムを含む。「ＬＴＥ」は、一般に、ＬＴＥ、ＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ
）、無許可スペクトル（an unlicensed spectrum）におけるＬＴＥ（ＬＴＥ－ホワイトス
ペース）等を称する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】[0010]図１は、ネットワークアーキテクチャの例を例示する図である。
【図２】[0011]図２は、アクセスネットワークの例を例示する図である。
【図３】[0012]図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の例を例示する図である。
【図４】[0013]図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の例を例示する図である。
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【図５】[0014]図５は、ユーザおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチ
ャの例を例示する図である。
【図６】[0015]図６は、本開示のいくつかの態様に従って、アクセスネットワークにおけ
るエボルブドノードＢおよびユーザ機器の例を例示する図である。
【図７】[0016]図７は、本開示のいくつかの態様に従って、高速なＮＡＣＫを送信するた
めに、たとえばＵＥによって実行される例示的な動作を例示する。
【図８】[0017]図８は、本開示のいくつかの態様に従って、喪失されたパケットの高速な
ＮＡＣＫのための例示的なコールフロー（call flow）を例示する。
【図９】[0018]図９は、本開示のいくつかの態様に従って、高速なＮＡＣＫを送信するた
めに、たとえばＵＥによって実行される例示的な動作を例示する。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　[0019]ＵＥは、各々が異なるチャネル／ネットワークに調整された（tuned）、２つの
ＳＩＭカードを保持するための２つのＳＩＭアダプタを有する、デュアルＳＩＭ（Ｓｕｂ
ｓｃｒｉｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ　Ｍｏｄｕｌｅ）能力を備えて構成され得る。デュア
ルＳＩＭデュアル・スタンバイ（ＤＳＤＳ）構成では、両ＳＩＭカードが、コール／デー
タ接続を待つスタンバイにあり得る。しかしながら、これらＳＩＭのうちの１つのみが、
一度に、チャネル／ネットワークへアクティブに調整され得る。ＵＥは、他のチャネル／
ネットワークにおいてデータ（たとえば、ページ）をリスンする（listen）ために、アク
ティブなコールから定期的にチューンアウェイする（tune away）ように構成され得る。
基地局は一般に、このチューンアウェイに対して盲目的（blind）であり、ＵＥへパケッ
トを送信し続ける。ＵＥは、チューンアウェイ中に、この基地局をリスンしていないので
、ＵＥは、チューンアウェイ中にこの基地局によって送信されたパケットを喪失し得る。
ＵＥは一般に、たとえば、チューンバック（tune back）後に、アウトオブオーダーで受
信されたパケットに基づいて、パケットが喪失されたことを決定する。ＵＥは一般に、喪
失されたパケットを検出することに応じて、再順序付けタイマを起動し、再順序付けタイ
マの満了時に、喪失されたパケットの取得のためにＮＡＣＫを送信する。しかしながら、
これは、チューンアウェイの結果として、データ内のギャップを埋める際、著しい量の遅
延をもたらし得る。
【００１２】
　[0020]本開示の態様は、ユーザ機器（ＵＥ）が、第１のネットワークからチューンアウ
ェイした後に、第１のネットワークへチューンバックした後に、高速な否定的アクノレッ
ジメント（ＮＡＣＫ）を送信するための方法および装置に関する。いくつかの態様では、
ＵＥは、トリガイベントが生じたことを決定し得、この決定に応じて、ＮＡＣＫタイミン
グ構成を、デフォルト構成から修正し得る。ＮＡＣＫタイミング構成を修正することは、
喪失されたパケットのより迅速な復元のために期待されるよりも高速にＮＡＣＫを送信す
るために、トリガイベントを検出することに応じて、構成可能な時間期間、アグレッシブ
なＮＡＣＫタイミング構成を使用することを含み得る。トリガイベントは、チューンバッ
ク後に、喪失されたパケットを検出すること、喪失されたパケットによって生成されたギ
ャップが埋められ得るまでパケットを保持するための十分なメモリが利用不能であること
、またはネットワークへチューンバックすること、を含み得る。
【００１３】
　[0021]添付図面に関して以下に記述される詳細な説明は、様々な構成の説明として意図
されており、本明細書に記述された概念が実現され得る唯一の構成を表現することは意図
されていない。詳細な説明は、様々な概念の完全な理解を提供することを目的とした具体
的な詳細を含む。しかしながら、これら概念は、これらの具体的な詳細無しで実現され得
ることが当業者に明らかになるであろう。いくつかの事例では、周知の構成および構成要
素が、このような概念を曖昧にすることを避けるために、ブロック図形式で図示される。
【００１４】
　[0022]遠隔通信システムのいくつかの態様が、様々な装置および方法に対する参照を用
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いて提示され得る。これらの装置および方法は、様々なブロック、モジュール、構成要素
、回路、ステップ、プロセス、アルゴリズム等（集合的に「要素」と称される）によって
、後述する詳細な説明に記述され、添付図面に例示されるであろう。これらの要素は、ハ
ードウェア、ソフトウェア、またはこれらの組合せを使用して実現され得る。これらの要
素がハードウェアとしてまたはソフトウェアとして実現されるか否かは、特定のアプリケ
ーションおよびシステム全体に課せられる設計制約に依存する。
【００１５】
　[0023]例によって、要素、または要素の任意の一部、または要素の任意の組合せは、１
つまたは複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実現され得る。プロセッサの
例は、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）
、フィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバ
イス（ＰＬＤ）、ステートマシン、ゲートロジック、ディスクリートハードウェア回路、
およびこの開示の全体にわたって記述された様々な機能を実行するように構成された他の
適切なハードウェアを含む。処理システムにおける１つまたは複数のプロセッサは、ソフ
トウェアを実行し得る。ソフトウェアは、ソフトウェア／ファームウェア、ミドルウェア
、マイクロコード、ハードウェア記述言語、またはその他として称されるか否かに関わら
ず、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プログラムコード、プログラム、サ
ブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーション、ソフトウェアアプリケーシ
ョン、ソフトウェアパッケージ、ファームウェア、ルーチン、サブルーチン、オブジェク
ト、実行形式（executables）、実行スレッド、プロシージャ、関数（function）等を意
味するように広く解釈されるものとする。
【００１６】
　[0024]したがって、１つまたは複数の典型的な実施形態では、記述された機能は、ハー
ドウェア、ソフトウェア、またはこれらの組合せにおいて実現され得る。ソフトウェアに
おいて実現される場合、これら機能は、コンピュータ読取可能な媒体上に記憶され得るか
、または、コンピュータ読取可能な媒体において１つまたは複数の命令またはコードとし
て符号化され得る。コンピュータ読取可能な媒体は、コンピュータ記憶媒体を含む。記憶
媒体は、コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。例に
よって、限定ではなく、このようなコンピュータ読取可能な媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、Ｅ
ＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＰＣＭ（相変化メモリ）、フラッシュメモリ、ＣＤ－ＲＯＭま
たは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス、ある
いは、所望のプログラムコードを命令またはデータ構造の形式で搬送または記憶するため
に使用され、しかも、コンピュータによってアクセスされ得る他の任意の媒体を備え得る
。本明細書で使用されるようなディスク（ｄｉｓｋおよびｄｉｓｃ）は、コンパクトディ
スク（ｄｉｓｃ）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（ｄｉｓｃ）、光ディスク（
ｄｉｓｃ）、デジタル多用途ディスク（ｄｉｓｃ）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）
ディスク（ｄｉｓｋ）、Ｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（ｄｉｓｃ）を含み、ここ
で、ｄｉｓｋは通常、データを磁気的に再生する一方、ｄｉｓｃは、レーザを用いてデー
タを光学的に再生する。上記の組合せもまた、コンピュータ読取可能な媒体の範囲内に含
まれるべきである。
【００１７】
　[0025]図１は、本開示の態様が実現され得るＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００
を例示する図である。たとえば、ＵＥ　１０２は、１つのＳＩＭが第１の基地局（たとえ
ば、ｅＮＢ　１０６）と使用するために構成され、他のＳＩＭが別のｅＮＢ（たとえば、
ｅＮＢ　１０８）と使用するために構成される、デュアルＳＩＭ能力を用いて構成され得
る。ＵＥ　１０２は、ｅＮＢ　１０６へアクティブに調整され得、ｅＮＢ　１０８からデ
ータを受信するために定期的にチューンアウェイし得る。上述したように、ｅＮＢ　１０
６は、このチューンアウェイに対して盲目的であり得、チューンアウェイ中にＵＥ　１０
２へパケットを送信し続け、そして、ＵＥ　１０２は、チューンアウェイ中にｅＮＢ　１
０６をリスンしていないので、これらパケットを喪失し得る。ＵＥ　１０２は、パケット
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をアウトオブオーダーで受信すると、ｅＮＢ　１０６へチューンバックした後、ｅＮＢ　
１０６によって送信されたパケットをそれが喪失したと決定し得る。
【００１８】
　[0026]いくつかの態様では、ＵＥ　１０２は、喪失されたパケットを、デフォルトネッ
トワーク構成を使用することに比べて、より高速に取得するために、デフォルトネットワ
ーク構成からのＮＡＣＫタイミング構成を修正し得る。態様では、ＵＥ　１０２は、喪失
されたパケットのより迅速な復元のために、期待されているよりも速くＮＡＣＫを送信す
るために、トリガイベントを検出することに応じて、構成可能な期間、アグレッシブなＮ
ＡＣＫタイミング構成を使用し得る。トリガイベントは、チューンバック後に、喪失され
たパケットを検出すること、喪失されたパケットによって生成されたギャップが埋められ
得るまでパケットを保持するための十分なメモリが利用不能であること、またはネットワ
ークへチューンバックすること、を含み得る。
【００１９】
　[0027]ＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００は、エボルブド・パケット・システム
（ＥＰＳ）１００と称され得る。ＥＰＳ　１００は、１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ
）１０２、エボルブドＵＭＴＳ地上無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）１０４
、エボルブド・パケット・コア（ＥＰＣ）１１０、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）１２０
、およびオペレータのＩＰサービス１２２を含み得る。ＥＰＳは、他のアクセスネットワ
ークと相互接続し得るが、簡略のために、これらのエンティティ／インターフェースは図
示されない。典型的な他のアクセスネットワークは、ＩＰマルチメディアサブシステム（
ＩＭＳ）ＰＤＮ、インターネットＰＤＮ、アドミニストレイティブＰＤＮ（たとえば、プ
ロビジョニングＰＤＮ）、キャリア特有のＰＤＮ、オペレータ特有のＰＤＮ、および／ま
たは、ＧＰＳ　ＰＤＮを含み得る。図示されるように、ＥＰＳは、パケット交換サービス
を提供するが、当業者であれば容易に認識するであろうが、この開示の全体を通じて表さ
れている様々な概念は、回路交換サービスを提供しているネットワークへ拡張され得る。
【００２０】
　[0028]Ｅ－ＵＴＲＡＮは、エボルブドノードＢ（ｅＮＢ）１０６および他のｅＮＢ　１
０８を含む。ｅＮＢ　１０６は、ＵＥ　１０２に向かったユーザおよび制御プレーンプロ
トコル終端を提供する。ｅＮＢ　１０６は、Ｘ２インターフェース（たとえば、バックホ
ール）を介して他のｅＮＢ　１０８へ接続され得る。ｅＮＢ　１０６はまた、基地局、基
地トランシーバ局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセ
ット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、アクセスポイント、または他のいくつ
かの適切な用語として称され得る。ｅＮＢ　１０６は、ＵＥ　１０２のために、ＥＰＣ　
１１０へのアクセスポイントを提供し得る。ＵＥ　１０２の例は、セルラ電話、スマート
フォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）電話、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤ
Ａ）、衛星無線機、全地球測位システム、マルチメディアデバイス、ビデオデバイス、デ
ジタル・オーディオ・プレーヤ（たとえば、ＭＰ３プレーヤ）、カメラ、ゲームコンソー
ル、タブレット、ネットブック、スマートブック、ウルトラブック、または他の任意の類
似の機能デバイスを含む。ＵＥ　１０２はまた、当業者によって、モバイル局、加入者局
、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、遠隔ユニット、モバイルデ
バイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、遠隔デバイス、モバイル加入者
局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、遠隔端末、ハンドセット、ユーザエ
ージェント、モバイルクライアント、クライアント、または他のいくつかの適切な用語と
して称され得る。
【００２１】
　[0029]ｅＮＢ　１０６は、Ｓ１インターフェースによってＥＰＣ　１１０へ接続される
。ＥＰＣ　１１０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）１１２、他のＭＭＥ　１１
４、サービングゲートウェイ１１６、およびパケット・データ・ネットワーク（ＰＤＮ）
ゲートウェイ１１８を含む。ＭＭＥ　１１２は、ＵＥ　１０２とＥＰＣ　１１０との間の
シグナリングを処理する制御ノードである。一般に、ＭＭＥ　１１２は、ベアラおよび接
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続管理を提供する。すべてのユーザＩＰパケットは、サービングゲートウェイ１１６を通
して転送され、サービングゲートウェイ１１６自身がＰＤＮゲートウェイ１１８へ接続さ
れている。ＰＤＮゲートウェイ１１８は、ＵＥにＩＰアドレス割当のみならず、他の機能
をも提供する。ＰＤＮゲートウェイ１１８は、オペレータのＩＰサービス１２２へ接続さ
れる。オペレータのＩＰサービス１２２は、たとえば、インターネット、イントラネット
、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）、およびＰＳ（パケット交換）ストリーミ
ングサービス（ＰＳＳ）を含み得る。このように、ＵＥ　１０２は、ＬＴＥネットワーク
を通してＰＤＮへ結合され得る。
【００２２】
　[0030]図２は、本開示の態様が実現され得るＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけ
るアクセスネットワーク２００の例を例示する図である。たとえば、ＵＥ　２０６は、本
開示の態様に従って、ＤＳＤＳ動作が可能であり得、チューンアウェイ中に喪失されたパ
ケットの高速なＮＡＣＫのための技術を実現し得る。態様では、ＵＥ　２０６は、喪失さ
れたパケットを、デフォルト構成を使用するよりもより高速に取得するために、ＮＡＣＫ
タイミング構成を、デフォルトネットワーク構成から修正し得る。態様では、ＵＥ　２０
６は、喪失されたパケットのより迅速な復元のために、期待されるよりも高速にＮＡＣＫ
を送信するために、トリガイベントを検出することに応じて、構成可能な時間期間、アグ
レッシブなＮＡＣＫタイミング構成を使用し得る。トリガイベントは、チューンバック後
に、喪失されたパケットを検出すること、喪失されたパケットによって生成されたギャッ
プが埋められ得るまでパケットを保持するための十分なメモリが利用不能であること、ま
たはネットワークへチューンバックすること、を含み得る。
【００２３】
　[0031]この例では、アクセスネットワーク２００は、多くのセルラ領域（セル）２０２
へ分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅＮＢ　２０８は、これらのセル
２０２のうちの１つまたは複数とオーバラップするセルラ領域２１０を有し得る。より低
い電力クラスのｅＮＢ　２０８は、遠隔無線ヘッド（ＲＲＨ）と称され得る。より低い電
力クラスのｅＮＢ　２０８は、フェムトセル（たとえば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ））、
ピコセル、またはマイクロセルであり得る。マクロｅＮＢ　２０４は各々、それぞれのセ
ル２０２へ割り当てられ、セル２０２内のすべてのＵＥ　２０６のためにＥＰＣ　１１０
へのアクセスポイントを提供するように構成される。アクセスネットワーク２００のこの
例では、中央コントローラは存在しないが、代替構成では、中央コントローラが使用され
得る。ｅＮＢ　２０４は、無線ベアラ制御、許可制御、モビリティ制御、スケジューリン
グ、セキュリティ、および、サービングゲートウェイ１１６への接続を含むすべての無線
関連機能を担当する。ネットワーク２００はまた、１つまたは複数のリレー（図示せず）
を含み得る。１つのアプリケーションによれば、ＵＥは、リレーとして役立ち得る。
【００２４】
　[0032]アクセスネットワーク２００によって適用される変調および多元接続スキームは
、展開されている特定の遠隔通信規格に依存して変化し得る。ＬＴＥアプリケーションで
は、周波数分割複信（ＦＤＤ）と時分割複信（ＴＤＤ）との両方をサポートするために、
ＤＬにおいてＯＦＤＭが使用され、ＵＬにおいてＳＣ－ＦＤＭＡが使用される。当業者で
あれば、後述する詳細な説明から容易に認識するであろうが、本明細書で表された様々な
概念が、ＬＴＥアプリケーションのために良好に適合する。しかしながら、これら概念は
、他の変調および多元接続技術を適用する他の遠隔通信規格へ容易に拡張され得る。例に
よれば、これらの概念は、エボリューション－データ・オプティマイズド（ＥＶ－ＤＯ）
またはウルトラ・モバイル・ブロードバンド（ＵＭＢ）へ拡張され得る。ＥＶ－ＤＯおよ
びＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００規格ファミリの一部として第３世代パートナーシップ計画
２（３ＧＰＰ２）によって公布されたエアインターフェース規格であり、モバイル局への
ブロードバンド・インターネット・アクセスを提供するためにＣＤＭＡを適用する。これ
らの概念はまた、たとえばＴＤ－ＳＣＤＭＡのように、広帯域－ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ
（登録商標））およびＣＤＭＡのその他の変形を適用するユニバーサル地上無線アクセス
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（ＵＴＲＡ）、ＴＤＭＡを適用するモバイル通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ（
登録商標））、およびＯＦＤＭＡを適用するエボルブドＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウル
トラ・モバイル・ブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、Ｉ
ＥＥＥ　８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ　８０２．２０、およびフラッシュＯＦ
ＤＭへ拡張され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、およびＧＳＭは、３
ＧＰＰ機構からのドキュメントに記述されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、３
ＧＰＰ２機構からのドキュメントに記述されている。適用されている実際のワイヤレス通
信規格および多元接続技術は、特定のアプリケーションと、システムに課せられている全
体的な設計制約とに依存するであろう。
【００２５】
　[0033]ｅＮＢ　２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。Ｍ
ＩＭＯ技術を使用することにより、ｅＮＢ　２０４が、空間多重化、ビームフォーミング
、および送信ダイバーシティをサポートするために空間領域を活用することを可能にする
。空間多重化は、同じ周波数で、異なるデータのストリームを同時に送信するために使用
され得る。データストリームは、データレートを増加させるために、単一のＵＥ　２０６
へ、または、全体的なシステム容量を増加させるために、複数のＵＥ　２０６へ、送信さ
れ得る。これは、各データストリームを空間的にプリコーディングし（たとえば、振幅お
よびフェーズのスケーリングを適用し）、空間的にプリコーディングされた各ストリーム
を、ＤＬにおいて、複数の送信アンテナを通して送信することによって達成される。この
空間的にプリコーディングされたデータストリームは、異なる空間シグニチャを持つ（１
つまたは複数の）ＵＥ　２０６に到着し、これによって、（１つまたは複数の）ＵＥ　２
０６の各々が、このＵＥ　２０６のために指定された１つまたは複数のデータストリーム
を復元することを可能にする。ＵＬでは、各ＵＥ　２０６が、空間的にプリコーディング
されたデータストリームを送信し、これによって、ｅＮＢ　２０４は、空間的にプリコー
ディングされた各データストリームのソースを識別することを可能にする。
【００２６】
　[0034]チャネル条件が良好であるとき、一般に、空間多重化が使用される。チャネル条
件がさほど好ましくないとき、送信エネルギを１つまたは複数の方向に集中させるために
ビームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを通した送信のために、デ
ータを空間的にプリコーディングすることによって達成され得る。セルの端部（edges）
における良好なカバレージを達成するために、単一のストリームビームフォーミング送信
が、送信ダイバーシティと組み合わされて使用され得る。
【００２７】
　[0035]以下の詳細な説明では、アクセスネットワークの様々な態様が、ＤＬにおいてＯ
ＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムを参照して記述されるであろう。ＯＦＤＭは、Ｏ
ＦＤＭシンボル内の多くのサブキャリアを介してデータを変調するスペクトル拡散技法で
ある。サブキャリアは、正確な周波数で、間隔を置かれている。この間隔（spacing）は
、受信機が、サブキャリアからデータを復元することを可能にする「直交性」を提供する
。時間領域では、ＯＦＤＭ－シンボル間干渉と格闘する（combat）ために、各ＯＦＤＭシ
ンボルへガード間隔（guard interval）（たとえば、サイクリックプレフィクス）が追加
され得る。ＵＬは、高いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）を補償するために、ＤＦＴ－拡
散ＯＦＤＭ信号の形態でＳＣ－ＦＤＭＡを使用し得る。
【００２８】
　[0036]図３は、ＬＴＥ内のＤＬフレーム構造の例を例示する図３００である。フレーム
（１０ミリ秒）が、インデクスが０～９からなる、等しいサイズの１０のサブフレームに
分割され得る。各サブフレームは、２つの連続する時間スロットを含み得る。２つの時間
スロットを表すために、リソースグリッドが使用され得、各時間スロットはリソースブロ
ックを含む。リソースグリッドは、複数のリソース要素へ分割される。ＬＴＥでは、リソ
ースブロックは、各ＯＦＤＭシンボルにおける通常のサイクリックプレフィクスについて
、周波数領域において１２の連続するサブキャリアを、時間領域において７つの連続する
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ＯＦＤＭシンボルを、すなわち、８４のリソース要素を含む。拡張されたサイクリックプ
レフィクスのために、リソースブロックは、時間領域において６つの連続したＯＦＤＭシ
ンボルを含み、７２のリソース要素を有する。Ｒ　３０２、Ｒ　３０４として示されるよ
うな、リソース要素のいくつかは、ＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ）を含む。ＤＬ－ＲＳは、
（しばしば、共通ＲＳとも呼ばれる）セル－特有のＲＳ（ＣＲＳ）３０２と、ＵＥ－特有
のＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）３０４とを含む。ＵＥ－ＲＳ　３０４は、対応する物理ＤＬ共有チ
ャネル（ＰＤＳＣＨ）がマップされるリソースブロックにおいてのみ送信される。各リソ
ース要素によって搬送されるビットの数は、変調スキームに依存する。したがって、ＵＥ
が受信するリソースブロックが増え、変調スキームがより高くなると、ＵＥのためのデー
タレートがより高くなる。
【００２９】
　[0037]ＬＴＥでは、ｅＮＢは、ｅＮＢにおける各セルについて、一次同期信号（ＰＳＳ
）と二次同期信号（ＳＳＳ）とを送信し得る。一次同期信号および二次同期信号は、通常
のサイクリックプレフィクス（ＣＰ）を持つ各無線フレームのサブフレーム０および５の
各々において、シンボル期間６および５でそれぞれ送信され得る。これらの同期信号は、
セル検出および獲得のためにＵＥによって使用され得る。ｅＮＢは、サブフレーム０のス
ロット１におけるシンボル期間０～３において、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣ
Ｈ）を送信し得る。ＰＢＣＨは、いくつかのシステム情報を搬送し得る。
【００３０】
　[0038]ｅＮＢは、各サブフレームの最初のシンボル期間において、物理制御フォーマッ
ト・インジケータ・チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）を送信し得る。ＰＣＦＩＣＨは、制御チャ
ネルのために使用されるシンボル期間の数（Ｍ）を伝送し得、ここで、Ｍは、１、２また
は３に等しくなり得、サブフレーム毎に変化し得る。Ｍはまた、たとえば、１０未満のリ
ソースブロックのように、小さなシステム帯域幅について４に等しくなり得る。ｅＮＢは
、各サブフレームの最初のＭ個のシンボル期間において、物理ＨＡＲＱインジケータチャ
ネル（ＰＨＩＣＨ）および物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を送信し得る。
ＰＨＩＣＨは、ハイブリッド自動反復要求（ＨＡＲＱ）をサポートするための情報を搬送
し得る。ＰＤＣＣＨは、ＵＥのためのリソース割当に関する情報と、ダウンリンクチャネ
ルのための制御情報とを搬送し得る。ｅＮＢは、各サブフレームの残りのシンボル期間に
おいて、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）を送信し得る。ＰＤＳＣＨは、ダ
ウンリンクにおいて、データ送信のためにスケジュールされたＵＥのためのデータを搬送
し得る。
【００３１】
　[0039]ｅＮＢは、ｅＮＢによって使用されるシステム帯域幅の中心の１．０８ＭＨｚで
ＰＳＳ、ＳＳＳ、およびＰＢＣＨを送信し得る。ｅＮＢは、これらのチャネルが送信され
る各シンボル期間におけるシステム帯域幅全体でＰＣＦＩＣＨおよびＰＨＩＣＨを送信し
得る。ｅＮＢは、システム帯域幅のいくつかの部分において、ＵＥのグループへＰＤＣＣ
Ｈを送信し得る。ｅＮＢは、システム帯域幅の特定の部分において、特定のＵＥへＰＤＳ
ＣＨを送信し得る。ｅＮＢは、すべてのＵＥへブロードキャスト方式でＰＳＳ、ＳＳＳ、
ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、およびＰＨＩＣＨを送信し、ＰＤＣＣＨを、ユニキャスト方式
で、特定のＵＥへ送信し得、さらにまた、特定のＵＥへユニキャスト方式でＰＤＳＣＨを
送信し得る。
【００３２】
　[0040]各シンボル期間において、多くのリソース要素が利用可能であり得る。各リソー
ス要素（ＲＥ）は、１つのシンボル期間において１つのサブキャリアをカバーし得、そし
て、１つの変調シンボルを送信するために使用され得、１つの変調シンボルは実数値また
は複素数値であり得る。各シンボル期間において、基準信号のために使用されないリソー
ス要素は、リソース要素グループ（ＲＥＧ）へ構成され得る。各ＲＥＧは、１つのシンボ
ル期間内に、４つのリソース要素を含み得る。ＰＣＦＩＣＨは、シンボル期間０内に４つ
のＲＥＧを占有し得、これらは、周波数にわたってほぼ均等に配置され得る。ＰＨＩＣＨ
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は、１つまたは複数の構成可能なシンボル期間内に３つのＲＥＧを占有し得、これらは、
周波数にわたって分散され（be spread）得る。たとえば、ＰＨＩＣＨのための３つのＲ
ＥＧはすべて、シンボル期間０に属し得るか、またはシンボル期間０、１、２に分散され
得る。ＰＤＣＣＨは、たとえば、最初のＭ個のシンボル期間内に、９、１８、３６、また
は７２のＲＥＧを占有し得、これらは、利用可能なＲＥＧから選択され得る。複数のＲＥ
Ｇからなるいくつかの組合せのみが、ＰＤＣＣＨのために許可され得る。本方法および装
置の態様では、サブフレームは、１つよりも多くのＰＤＣＣＨを含み得る。
【００３３】
　[0041]ＵＥは、ＰＨＩＣＨとＰＣＦＩＣＨとのために使用される特定のＲＥＧを認識し
得る。ＵＥは、ＰＤＣＣＨのためにＲＥＧの異なる組合せを探索し得る。探索する組合せ
の数は、典型的に、ＰＤＣＣＨのために許可された組合せの数よりも少ない。ｅＮＢは、
ＵＥが探索する組合せのうちの何れかでＵＥへＰＤＣＣＨを送信し得る。
【００３４】
　[0042]図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の例を例示する図４００である。ＵＬ
のために利用可能なリソースブロックは、データセクションおよび制御セクションに分割
され得る。制御セクションは、システム帯域幅の２つの端部において形成され得、構成可
能なサイズを有し得る。制御セクションにおけるリソースブロックは、制御情報の送信の
ために、ＵＥへ割り当てられ得る。データセクションは、制御セクションに含まれていな
いすべてのリソースブロックを含み得る。このＵＬフレーム構造の結果、連続するサブキ
ャリアを含む、これによって、データセクションにおいて、連続するサブキャリアのすべ
てが単一のＵＥへ割り当てられるようになり得る。
【００３５】
　[0043]ＵＥは、制御情報をｅＮＢへ送信するために、制御セクションにおいて、リソー
スブロック４１０ａ、４１０ｂを割り当てられ得る。ＵＥはまた、ｅＮＢへデータを送信
するために、データセクションにおいてリソースブロック４２０ａ、４２０ｂを割り当て
られ得る。ＵＥは、制御セクションにおいて割り当てられたリソースブロックにおいて、
物理ＵＬ制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）で制御情報を送信し得る。ＵＥは、データセクショ
ンにおいて割り当てられたリソースブロックにおいて、物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳＣ
Ｈ）で、データのみ、または、データと制御情報との両方を送信し得る。ＵＬ送信は、サ
ブフレームの両スロットにおよび、周波数にわたってホップし（hop across frequency）
得る。
【００３６】
　[0044]物理ランダム・アクセス・チャネル（ＰＲＡＣＨ）４３０における初期システム
アクセスの実行と、ＵＬ同期の達成とのために、リソースブロックのセットが使用され得
る。ＰＲＡＣＨ　４３０は、ランダムシーケンスを搬送し、どのＵＬデータ／シグナリン
グをも搬送することができない。各ランダム・アクセス・プリアンブルは、６つの連続す
るリソースブロックに対応する帯域幅を占有する。開始周波数は、ネットワークによって
指定される。すなわち、ランダム・アクセス・プリアンブルの送信は、いくつかの時間リ
ソースおよび周波数リソースに制限される。ＰＲＡＣＨのための周波数ホッピングはない
。ＰＲＡＣＨ試行は、単一のサブフレーム（１ミリ秒）で搬送されるか、または、少数の
連続したサブフレームのシーケンスで搬送され得、そして、ＵＥは、フレーム（１０ミリ
秒）毎に単一のＰＲＡＣＨ試行のみ行い得る。
【００３７】
　[0045]図５は、ＬＴＥにおけるユーザおよび制御プレーンのための無線プロトコルアー
キテクチャの例を例示する図５００である。ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルア
ーキテクチャが、３つのレイヤ、すなわち、レイヤ１、レイヤ２、およびレイヤ３を用い
て図示される。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は、最下位レイヤであり、様々な物理レイヤ信号
処理機能を実現する。Ｌ１レイヤは、本明細書では物理レイヤ５０６と称されるであろう
。レイヤ２（Ｌ２レイヤ）５０８は、物理レイヤ５０６の上にあり、物理レイヤ５０６を
介したＵＥとｅＮＢとの間のリンクを担当する。
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【００３８】
　[0046]ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）サブレ
イヤ５１０、無線リンク制御（ＲＬＣ）サブレイヤ５１２、およびパケットデータ集中プ
ロトコル（ＰＤＣＰ）５１４サブレイヤを含み、これらは、ネットワーク側におけるｅＮ
Ｂにおいて終端する。図示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側におけるＰＤＮゲー
トウェイ１１８において終端するネットワークレイヤ（たとえば、ＩＰレイヤ）を含む、
Ｌ２レイヤ５０８上のいくつかの上位レイヤ（upper layers）と、（たとえば、遠くの終
端ＵＥ（far end UE）、サーバ等のような）接続の他端（the other end the connection
）において終端するアプリケーションレイヤとを有し得る。
【００３９】
　[0047]ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間の多重化
を提供する。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信オーバヘッドを低減するための
上位レイヤ・データ・パケットのためのヘッダ圧縮、データパケットを暗号化することに
よるセキュリティ、および、ｅＮＢ間のＵＥのためのハンドオーバサポートを提供する。
ＲＬＣサブレイヤ５１２は、上位レイヤ・データ・パケットのセグメント化および再アセ
ンブル、喪失したデータパケットの再送信、および、ハイブリッド自動反復要求（ＨＡＲ
Ｑ）によるアウトオブオーダーの受信を補償するためのデータパケットの並べ替えを提供
する。ＭＡＣサブレイヤ５１０は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重
化を提供する。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、１つのセル内の様々な無線リソース（た
とえば、リソースブロック）を、ＵＥ間に割り当てることを担当する。ＭＡＣサブレイヤ
５１０はまた、ＨＡＲＱ動作を担当する。
【００４０】
　[0048]制御プレーンでは、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテクチャは
、制御プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないという点を除いて、物理レイヤ５０６およ
びＬ２レイヤ５０８のものと実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ３
レイヤ）に無線リソース制御（ＲＲＣ）サブレイヤ５１６を含む。ＲＲＣサブレイヤ５１
６は、無線リソース（すなわち、無線ベアラ）を取得することと、ＲＲＣシグナリングを
使用してｅＮＢとＵＥとの間に下位レイヤ（lower layers）を構成することと、を担当す
る。
【００４１】
　[0049]図６は、アクセスネットワークにおいてＵＥ　６５０と通信するｅＮＢ　６１０
のブロック図であり、ここで本開示の態様が実施され得る。たとえば、ＵＥ　６５０は、
本開示の態様に従って、ＤＳＤＳ動作を可能にし得、チューンアウェイ中に喪失されたパ
ケットの高速なＮＡＣＫのための技術を実現し得る。態様では、ＵＥ　６５０は、喪失さ
れたパケットを、デフォルト構成を使用するよりもより高速に取得するために、ＮＡＣＫ
タイミング構成を、デフォルトネットワーク構成から修正し得る。態様では、ＵＥ　６５
０は、喪失されたパケットのより迅速な復元のために、期待されるよりもより高速にＮＡ
ＣＫを送信するために、トリガイベントを検出することに応じて、構成可能な時間期間、
アグレッシブなＮＡＣＫタイミング構成を使用し得る。トリガイベントは、チューンバッ
ク後に、喪失されたパケットを検出すること、喪失されたパケットによって生成されたギ
ャップが埋められ得るまでパケットを保持するための十分なメモリが利用不能であること
、またはネットワークへチューンバックすること、を含み得る。
【００４２】
　[0050]ＤＬでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットが、コントローラ／プロ
セッサ６７５へ提供される。コントローラ／プロセッサ６７５は、Ｌ２レイヤの機能を実
現する。ＤＬでは、コントローラ／プロセッサ６７５は、様々な優先度メトリクスに基づ
いて、ヘッダ圧縮、暗号化、パケットセグメント化および並べ替え、論理チャネルとトラ
ンスポートチャネルとの間の多重化、および、ＵＥ　６５０への無線リソース割当を提供
する。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作、失われたパケットの再送
信、およびＵＥ　６５０へのシグナリングを担当する。
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【００４３】
　[0051]ＴＸプロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のための様々な
信号処理機能を実現する。この信号処理機能は、ＵＥ　６５０におけるフォワード誤り訂
正（ＦＥＣ）を容易にするためのコーディングおよびインタリービング、および、様々な
変調スキーム（たとえば、二位相シフトキーイング（ＢＰＳＫ）、四位相シフトキーイン
グ（ＱＰＳＫ）、多値位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ）、多値直交振幅変調（Ｍ－Ｑ
ＡＭ））に基づく信号コンステレーション（constellations）へのマッピング、を含む。
コーディングおよび変調されたシンボルは、その後、並行なストリーム（parallel strea
ms）へ分割される。各ストリームはその後、ＯＦＤＭサブキャリアへマップされ、時間領
域および／または周波数領域において基準信号（たとえば、パイロット）とともに多重化
され、その後、時間領域ＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネルを生成する
ために、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）を使用してともに結合される。このＯＦＤＭス
トリームは、複数の空間ストリームを生成するために、空間的にプリコーディングされる
。チャネル推定器６７４からのチャネル推定値は、空間処理のためのみならず、コーディ
ングおよび変調スキームを決定するためにも使用され得る。チャネル推定値は、ＵＥ　６
５０によって送信されたチャネル条件フィードバックおよび／または基準信号から導出さ
れ得る。各空間ストリームはその後、個別の送信機６１８ＴＸを介して別のアンテナ６２
０へ提供される。各送信機６１８ＴＸは、送信のために、それぞれの空間ストリームを用
いてＲＦキャリアを変調する。
【００４４】
　[0052]ＵＥ　６５０では、各受信機６５４ＲＸが、そのそれぞれのアンテナ６５２を通
して信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上へ変調された情報を復元し
、この情報を、受信機（ＲＸ）プロセッサ６５６へ提供する。ＲＸプロセッサ６５６は、
Ｌ１レイヤの様々な信号処理機能を実現する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ　６５０の
ために向けられた任意の空間ストリームを復元するために、この情報に対する空間処理を
実行する。複数の空間ストリームが、ＵＥ　６５０に向けられている場合、これらは、Ｒ
Ｘプロセッサ６５６によって、単一のＯＦＤＭシンボルストリームへ結合され得る。ＲＸ
プロセッサ６５６はその後、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を使用して、ＯＦＤＭシンボル
ストリームを、時間領域から周波数領域へ変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号の
各サブキャリアのための個別のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャリアに
おけるシンボル、および基準信号は、ｅＮＢ　６１０によって送信された最も可能性の高
い信号コンステレーションポイントを決定することによって復元および復調される。これ
ら軟判定（soft decisions）は、チャネル推定器６５８によって計算されたチャネル推定
値に基づき得る。これら軟判定はその後、物理チャネル上でｅＮＢ　６１０によってオリ
ジナルに送信されたデータおよび制御信号を復元するために、復号およびデインタリーブ
される。データおよび制御信号はその後、コントローラ／プロセッサ６５９へ提供される
。
【００４５】
　[0053]コントローラ／プロセッサ６５９は、Ｌ２レイヤを実現する。コントローラ／プ
ロセッサは、プログラムコードおよびデータを記憶するメモリ６６０に関連付けられ得る
。メモリ６６０は、コンピュータ読取可能な媒体と称され得る。ＵＬでは、制御／プロセ
ッサ６５９は、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元するために、トランス
ポートチャネルと論理チャネルとの間の逆多重化（demultiplexing）、パケット再アセン
ブリ（packet reassembly）、解読（deciphering）、ヘッダ伸張（header decompression
）、制御信号処理を提供する。上位レイヤパケットは、その後、データシンク６６２へ提
供され、これは、Ｌ２レイヤの上方のすべてのプロトコルレイヤを表す。データシンク６
６２へは、Ｌ３処理のために、様々な制御信号も提供され得る。コントローラ／プロセッ
サ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするためにアクノレッジメント（ＡＣＫ）およ
び／または否定的アクノレッジメント（ＮＡＣＫ）プロトコルを使用して、誤り検出を担
当する。
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【００４６】
　[0054]ＵＬでは、コントローラ／プロセッサ６５９へ上位レイヤパケットを提供するた
めに、データソース６６７が使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤの上方のす
べてのプロトコルレイヤを表す。ｅＮＢ　６１０によるＤＬ送信に関して記述された機能
と同様に、コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮、暗号化、パケットセグメン
ト化および並べ替え、および、ｅＮＢ　６１０による無線リソース割当に基づく論理チャ
ネルとトランスポートチャネルとの間の多重化を提供することによって、ユーザプレーン
および制御プレーンのためのＬ２レイヤを実現する。コントローラ／プロセッサ６５９は
また、ＨＡＲＱ動作、失われたパケットの再送信、およびｅＮＢ　６１０へのシグナリン
グを担当する。
【００４７】
　[0055]ｅＮＢ　６１０によって送信されたフィードバックまたは基準信号から、チャネ
ル推定器６５８によって導出されたチャネル推定値が、適切なコーディングスキームおよ
び変調スキームを選択するために、および、空間処理を容易にするために、ＴＸプロセッ
サ６６８によって使用され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成された空間ストリー
ムは、個別の送信機６５４ＴＸを介して別のアンテナ６５２へ提供される。各送信機６５
４ＴＸは、送信のために、それぞれの空間ストリームを用いてＲＦキャリアを変調する。
【００４８】
　[0056]ＵＬ送信は、ＵＥ　６５０における受信機機能に関して記述されたものと類似し
た方式で、ｅＮＢ　６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、そのそれぞれの
アンテナ６２０を通して信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上へ変調
された情報を復元し、この情報を、ＲＸプロセッサ６７０へ提供する。ＲＸプロセッサ６
７０は、Ｌ１レイヤを実現し得る。
【００４９】
　[0057]コントローラ／プロセッサ６７５は、Ｌ２レイヤを実現する。コントローラ／プ
ロセッサ６７５は、プログラムコードおよびデータを記憶するメモリ６７６に関連付けら
れ得る。メモリ６７６は、コンピュータ読取可能な媒体と称され得る。ＵＬでは、制御／
プロセッサ６７５は、ＵＥ　６５０からの上位レイヤパケットを復元するために、トラン
スポートチャネルと論理チャネルとの間の逆多重化、パケット再アセンブリ、解読、ヘッ
ダ伸張、制御信号処理を提供する。コントローラ／プロセッサ６７５からの上位レイヤパ
ケットは、コアネットワークへ提供され得る。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、
ＨＡＲＱ動作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコルを使用して
、誤り検出を担当する。コントローラ／プロセッサ６７５、６５９は、ｅＮＢ　６１０お
よびＵＥ　６５０における動作をそれぞれ指図し得る。
【００５０】
　[0058]ＵＥ　６５０におけるコントローラ／プロセッサ６５９および／または他のプロ
セッサおよびモジュールは、たとえば、図７および図９それぞれにおける例示的な動作７
００および動作９００のための動作、および／または、本明細書に記述された技法のため
の他のプロセスの、実行または指示を行い得る。たとえば、コントローラ／プロセッサ６
５９は、トリガイベントが生じたことを決定し、この決定に応じて、ＮＡＣＫタイミング
構成を修正するように構成され得る。このような態様では、コントローラ／プロセッサ６
５９およびＴＸプロセッサ６６８は、修正されたＮＡＣＫタイミング構成に従って、送信
機６５４に対して、１つまたは複数のＮＡＣＫを送信させるように構成され得る。いくつ
かの態様では、図６に図示された構成要素のうちの何れかにおける１つまたは複数は、例
示的な動作７００および９００、および／または、本明細書に記述された技法のための他
のプロセスを実行するために適用され得る。メモリ６６０および６７６は、ＵＥ　６５０
およびｅＮＢ　６１０の１つまたは複数の他の構成要素によってアクセス可能で実行可能
な、ＵＥ　６５０およびｅＮＢ　６１０それぞれのためのデータおよびプログラムコード
を記憶し得る。
【００５１】
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　高速な否定的アクノレッジメント（ＮＡＣＫ）を送信するための例示的な技術
　[0059]上述したように、ＵＥは、デュアルＳＩＭ能力（デュアル・サブスクライバ・ア
イデンティティ・モジュール）を用いて構成され得る。このような態様では、ＵＥは、２
つのＳＩＭカードを保持するために２つのＳＩＭアダプタを含み得る。デュアルＳＩＭ動
作によって、単一のＵＥによって異なる無線周波数（ＲＦ）チャネルにおいて動作してい
る２つのサービス（またはネットワーク）の使用が可能となる。別の態様では、デュアル
ＳＩＭ動作によって、各ＲＡＴへのアクセスが異なるＳＩＭカードに基づき得る２つ以上
の無線アクセス技術（ＲＡＴ）の使用が可能となり得る。
【００５２】
　[0060]いくつかの態様では、デュアルＳＩＭデュアル・スタンバイ（ＤＳＤＳ）構成さ
れたＵＥによって、両ＳＩＭカードが、コール／データ接続を待つスタンバイにあること
を可能にする。コール／データが１つのＳＩＭカードにおいて確立されたとき、他方はも
はやアクティブではない。デュアルＳＩＭ構成では、両ＳＩＭは、たとえば、少なくとも
アンテナ（たとえば、アンテナ６５２）とＲＸプロセッサ（たとえば、ＲＸプロセッサ６
５６、図６）からなるセットを含む受信チェーンをタイムシェアする（time share）。態
様では、１つのＳＩＭのみが、一度に、受信チェーンを使用し得る。したがって、これら
ＳＩＭのうちの１つのみが、一度に、チャネル／ネットワークへアクティブに調節され得
る。いくつかの態様では、３ＧＰＰ規格に従って、デュアルＳＩＭ構成を有するＵＥが、
（これらのＳＩＭのうちの１つに関連付けられた）１つのチャネルにおいてアクティブな
コールを有する一方、ＵＥは、コールまたはデータをチェックするために（他のＳＩＭへ
関連付けられた）別のチャネルをモニタするために、このアクティブなチャネルから定期
的にチューンアウェイする。たとえば、ＵＥの第１のＳＩＭは、ＬＴＥネットワークと使
用するために構成され得、第２のＳＩＭは、１ｘネットワークと使用するために構成され
得る。両方のＳＩＭは、ＵＥにおいて、単一の受信チェーンを共有し得る。ＵＥは、ＬＴ
Ｅネットワークに調整されている間、１ｘネットワークからのページをリスンするために
、定期的にチューンアウェイするように構成され得る。
【００５３】
　[0061]いくつかの態様では、ＵＥにおけるデュアルＳＩＭは、ＵＥにおいて、２つ以上
の受信チェーンを共有し得、各受信チェーンは、アンテナとＲＸプロセッサとからなるそ
の自身のセットを含む。態様では、２つ以上の受信チェーンは、一度に、単一のチャネル
／ネットワークへ調整されるように構成され得る。たとえば、ＵＥは、２つの個別の受信
チェーンを有し得、第１の受信チェーンにおいて奇数のシーケンス番号を有するパケット
を受信し、第２の受信チェーンにおいて偶数のシーケンス番号を有するパケットを受信す
るように構成され得る。態様では、ＵＥは、第２のチャネル／ネットワークにおいてペー
ジをリスンするために、定期的に、受信チェーンのうちの１つをチューンアウェイ（ダイ
バーシティ・チューン・アウェイ）するように構成され得る。
【００５４】
　[0062]ｅＮＢは、このようなチューンアウェイに関して一般に盲目的である。したがっ
て、ｅＮＢは、ＲＦチャネルでＵＥへパケットを送信し得る一方、ＵＥは、このＲＦチャ
ネルからチューンアウェイされる。ＵＥは、このチャネルをリスンしていないので、これ
らのパケットは、ＵＥによって受信されないことがあり、ドロップされ得る。ＵＥが、こ
のオリジナルのＲＦチャネルへチューンバックし、このチャネルにおいて次のパケットを
受信するとき、１つまたは複数のパケットが、このチューンアウェイ中に喪失される。態
様では、ＵＥは、チューンバック後に、アウトオブオーダーで受信されたパケットに基づ
いて、パケットが喪失されたと決定する。
【００５５】
　[0063]いくつかの態様では、３ＧＰＰ規格に従って、ＵＥが、別の周波数チャネルへの
チューンアウェイ後、オリジナルのＲＦへチューンバックした後に、アウトオブオーダー
で受信されたパケットに基づいて、（１つまたは複数の）喪失されたパケットを検出し、
ＵＥは、デフォルトの再順序付けタイマを開始する。態様では、ＵＥは、再順序付けタイ
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マが満了すると、検出された喪失したパケットの再送信のためにｅＮＢへＮＡＣＫを送信
し得る。しかしながら、これは、チューンアウェイの結果として、データ内のギャップを
埋める際、著しい量の遅延をもたらし得る。
【００５６】
　[0064]本開示のいくつかの態様は、チューンバック後、ＵＥが、（１つまたは複数の）
喪失されたパケットのためにＮＡＣＫを送信することを、デフォルトの再順序付けタイマ
の使用を通して利用可能となるよりもより迅速な方式で可能にするために、ＵＥが、ＮＡ
ＣＫタイミング構成（たとえば、デフォルト構成）を修正（たとえば、短縮化）し得る技
法を議論する。
【００５７】
　[0065]いくつかの態様では、ＵＥは、トリガ条件またはイベントを検出することに応じ
て、構成可能な時間期間、（たとえば、ネットワークによって定義された）デフォルトの
ＮＡＣＫタイミング構成に比べてアグレッシブなＮＡＣＫタイミング構成を使用し得る。
トリガイベントは、チューンバック後に、喪失されたパケットを検出すること、喪失され
たパケットによって生成されたギャップが埋められ得るまでパケットを保持するための十
分なメモリが利用不能であること、またはネットワークへチューンバックすること、を含
み得る。ＵＥは、アグレッシブな時間期間の満了後、デフォルトのＮＡＣＫタイミング構
成へ復帰し（revert）得る。態様では、アグレッシブなＮＡＣＫタイミング構成が、ＵＥ
において構成され得る。
【００５８】
　[0066]図７は、本開示のいくつかの態様に従って、たとえば、高速なＮＡＣＫを送信す
るためにＵＥによって実行される例示的な動作７００を例示する。
【００５９】
　[0067]動作７００は、７０２において、トリガイベントが生じたことを決定することに
よって始まる。７０４において、ＵＥは、トリガイベントの決定に応じて、ＮＡＣＫタイ
ミング構成を修正（たとえば、短縮化）し得る。上述したように、修正することは、構成
可能な時間期間、デフォルトのＮＡＣＫタイミング構成に比べてアグレッシブなＮＡＣＫ
タイミング構成を使用することを含み得る。７０６において、ＵＥは、修正されたＮＡＣ
Ｋタイミング構成に従って、１つまたは複数のＮＡＣＫを送信し得る。
【００６０】
　[0068]いくつかの態様では、チューンバック後、ダウンリンク（ＤＬ）上においてアウ
トオブオーダーで第１のパケットを受信した後、再順序付けタイマを開始する代わりに、
または、それと共に、アグレッシブなＮＡＣＫタイミング構成の一部として、ＵＥは、検
出後に、ＲＬＣレベルにおいて実質的に直ちに、（１つまたは複数の）検出された喪失し
た任意のパケットのためにＮＡＣＫを送信し得る。たとえば、ＵＥが、オリジナルの周波
数へチューンバックすると、ＵＥは、ＲＦ利用可能インジケーションを受信し、その後、
ＵＥは、任意の新たに受信されたパケットをモニタし、（たとえば、チューンアウェイ中
に）何れかのパケットが喪失されたか否かを決定する。
【００６１】
　[0069]ＵＥが、アウトオブオーダーでパケットを受信した場合、ＵＥは、パケットが喪
失されたことを決定し得る。１つまたは複数のパケットが喪失した（たとえば、データ受
信においてギャップがある）とＵＥが決定する場合、ＵＥは、決定後（たとえば、再順序
付けタイマが満了することを待つことなく）、喪失されたパケットのｅＮＢによる再送信
のために、ｅＮＢへＮＡＣＫを送信し得る。いくつかの態様では、チューンアウェイが比
較的小さく、ＵＥが、アウトオブオーダーでパケットをまったく受信しない場合、まった
くＮＡＣＫを送信しない。
【００６２】
　[0070]いくつかの態様では、アグレッシブなＮＡＣＫタイミング構成の一部として、Ｕ
Ｅは、オリジナルのチャネルにおいて、この時間期間の受信時におけるギャップを考慮す
るために、オリジナルのチャネルへチューンバックした後、デフォルトの再順序付けタイ
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マの、よりアグレッシブな構成を使用し得る。たとえば、再順序付けタイマのアグレッシ
ブな構成は、ネットワークによって構成された再順序付けタイマ（たとえば、４０ミリ秒
）よりも短い再順序付け時間（たとえば、１０ミリ秒）を使用することを含み、これによ
って、ＵＥは、ＮＡＣＫをより早期に送信し、比較的迅速に再送信を受信し得る。
【００６３】
　[0071]いくつかの態様では、ＵＥは、アグレッシブなＮＡＣＫ構成タイマの満了まで、
アグレッシブなＮＡＣＫタイミング構成の時間期間を初期化し、アグレッシブな再順序付
けタイマを使用するために、ＲＦ利用可能インジケーションの受信後、構成可能なタイマ
（たとえば、アグレッシブなＮＡＣＫ構成タイマ）を開始し得る。ＵＥは、このタイマの
満了時に、デフォルトの再順序付けタイマ構成へ復帰し得る。いくつかの態様では、ＵＥ
は、パケットをアウトオブオーダーで受信すると、アグレッシブなＮＡＣＫタイミング構
成の時間期間を初期化し、喪失されたパケットのすべてまたはほとんどが復元されるまで
、アグレッシブな構成を維持し得る。態様では、アグレッシブな再順序付けタイマは、Ｕ
Ｅにおいて構成可能であり得る。
【００６４】
　[0072]喪失されたパケットのより迅速な復元のための上記技法は、上述したダイバーシ
ティ・チューン・アウェイ・シナリオへ適用され得る。たとえば、ＵＥが、チャネルへ調
整された２つの受信チェーンを有し、これら受信チェーンのうちの１つが、第２のチャネ
ル上でデータを受信するために、定期的に、チューンアウェイする場合、上記で議論され
たアグレッシブなＮＡＣＫタイミング構成は、受信チェーンがチューンアウェイされてい
る間に喪失されたパケットを復元するために使用され得る。態様では、チューンアウェイ
後に受信チェーンがチューンバックした後に受信されたパケットがアウトオブオーダーで
あるとの決定がなされると、アグレッシブなＮＡＣＫタイミング構成が適用され得る。
【００６５】
　[0073]いくつかの態様では、上述されたように、ＵＥは、第１の受信チェーンにおいて
、奇数のシーケンス番号を持つパケットを受信し、第２のチェーンにおいて、偶数のシー
ケンス番号を持つパケットを受信するように構成され得る。したがって、ＵＥ受信チェー
ンのうちの１つがチューンアウェイするとき、ＵＥは、どのパケットが喪失されたのかを
、たとえば、パケットをアウトオブオーダーで受信することなく知る。たとえば、奇数の
シーケンス番号を持つパケットを受信している受信チェーンが、チューンアウェイされる
場合、パケットの順番におけるすべてのギャップは、チューンアウェイ中に、奇数のパケ
ットの位置にあるであろう。したがって、いくつかの態様では、ギャップは決定論的であ
る、すなわち、ＵＥは、チューンアウェイ中にどのパケットが喪失されるのかを知ってい
るので、ＵＥは、ギャップを埋めるために、通常よりも高速でＮＡＣＫをトリガすること
が可能であり得る。たとえば、受信チェーンが、オリジナルのチャネルへチューンバック
するや否や、ＵＥは、喪失されたパケットのためにＮＡＣＫの送信を開始し得る。いくつ
かの態様では、上記例が、奇数および偶数それぞれのシーケンス番号を持つパケットを受
信するように構成された第１および第２の受信チェーンを議論するが、ＵＥにおける受信
チェーンは、任意の順序でパケットを受信するように構成され得ることが留意され得る。
たとえば、ＵＥは、１つの受信チェーンで連続的に５つのパケットを受信した後、受信チ
ェーンを切り換えるように構成され得る。さらに、ＵＥは、３つ以上の受信チェーンを用
いて構成され得、ここで、受信チェーンがパケットを受信する順序はあらかじめ構成され
る。
【００６６】
　[0074]いくつかの態様では、ＵＥが、パケットの順番に（たとえば、喪失されたパケッ
トによる）ギャップを検出した場合にはいつでも、ＵＥは、ギャップが埋められるまで、
受信されたすべてのパケットを、受信された最大のシーケンス番号まで、このメモリ内に
保持する。態様では、ＵＥは、ギャップが埋められるまで、すべてのパケットを記憶する
ための十分なメモリを有していないことがある。このようなケースでは、フロー制御トリ
ガメカニズムが、メモリを解放するために、ギャップをより高速に埋めるために、アグレ
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ッシブなＮＡＣＫタイミング構成をトリガし得る。たとえば、不十分なメモリ（たとえば
、構成可能なしきい値未満（below a configurable threshold））を検出すると、ＵＥは
、再順序付けタイマが満了することを待つことなく、ＮＡＣＫの送信を開始し得る。それ
に加えて、または、その代わりに、ＵＥは、メモリが解放されるまで、たとえば、構成可
能なしきい値の上になるまで、より短い再順序付けタイマを使用し得る。
【００６７】
　[0075]図８は、本開示のいくつかの態様に従って、ＵＥ　８０２による、喪失されたパ
ケットの高速なＮＡＣＫのための例示的なコールフローを例示する。
【００６８】
　[0076]いくつかのケースでは、ＵＥ　８０２は、デュアルＳＩＭ動作が可能であり得、
２つの個別のチャネル／ネットワークで通信するように構成され得る。たとえば、ＵＥ　
８０２は、異なるチャネル上で、基地局（ＢＳ１）８０４およびＢＳ２　８０６から、デ
ータのパケットを受信するように構成され得る。態様では、ＢＳ１　８０４およびＢＳ２
　８０６は、ＵＥ　８０２にサービス提供するために、異なる無線アクセス技術（ＲＡＴ
）を利用し得る。さらに、ＵＥ　８０２は、２つ以上の受信チェーンを含む受信チェーン
のセットを有し得、このセットにおける受信チェーンは、一度に、ＢＳ１　８０４とＢＳ
２　８０６のうちの１つへ調整される。
【００６９】
　[0077]図８に図示されるように、８０８では、ＵＥ　８０２が、ＢＳ１　８０４へ調整
され、ＢＳ１　８０４から、ダウンリンク上で、データのパケットを受信する。上述した
ように、ＵＥ　８０２は、ＢＳ２　８０６からデータ（たとえば、ページ）を受信するた
めに、８１２において、ＢＳ１　８０４から定期的にチューンアウェイする（たとえば、
１つまたは複数の受信チェーン）ように構成され得る。ＢＳ２　８０６からのページをリ
スンした後、ＵＥ　８０２は、８１４において、構成された（たとえば、ネットワークに
よって、または、ＵＥによって構成された）時間期間後、１つまたは複数の受信チェーン
をＢＳ１　８０４へチューンバックする。８１６において、ＵＥ　８０２は、ＢＳ１　８
０４からＲＦ利用可能インジケーションを受信し、８１８において、ＢＳ　８０４からパ
ケットの受信を開始する。
【００７０】
　[0078]８２０において、ＵＥ　８０２は、チューンアウェイの結果として、ＢＳ１　８
０４から受信したパケットの順番におけるギャップを示すアウトオブオーダーのパケット
を受信する。アウトオブオーダーのパケットを受信することに応じて、ＵＥ　８０２は、
８２２において、アグレッシブなＮＡＣＫタイミング構成の時間期間を初期化する。
【００７１】
　[0079]上述したように、アグレッシブなＮＡＣＫ構成の一部として、ＵＥ　８０２は、
アウトオブオーダーのパケットを受信した後、実質的に直ちに、喪失されたパケットのた
めにＮＡＣＫを送信し得るか、または、デフォルトの再順序付けタイマに比べて高速なＮ
ＡＣＫをトリガするために、より短い再順序付けタイマを使用し得る。図８に図示される
ように、ＵＥ　８０２は、アグレッシブなＮＡＣＫ構成に基づいて、８２４において、喪
失されたパケットのために高速なＮＡＣＫを送信し、８２６において、ＢＳ１　８０４か
ら、喪失されたパケットを受信する。８２８において、ＵＥ　８０２は、構成可能な時間
期間後、アグレッシブなＮＡＣＫ構成を終了し、ネットワーク構成されたＮＡＣＫタイミ
ング構成へ復帰する。
【００７２】
　[0080]いくつかの態様では、アグレッシブなＮＡＣＫ構成が、不十分なメモリである（
たとえば、しきい値未満である）とのＵＥ　８０２による決定によってトリガされ得る。
たとえば、アウトオブオーダーのパケットを検出すると、ＵＥ　８０２は、ＵＥ　８０２
においてメモリがしきい値未満であると決定するまで、デフォルトのＮＡＣＫ構成を使用
し続け得、この時点において、ＵＥは、メモリを解放するために、喪失されたパケットを
迅速に復元するために、アグレッシブなＮＡＣＫ構成をトリガし得る。
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【００７３】
　[0081]したがって、上述された技法は、喪失したパケットが、比較的早期にＮＡＣＫさ
れることを可能にし、結果として、ｅＮＢによる、喪失したパケットの比較的より高速な
再送信となり、これによって、受信時におけるギャップを比較的迅速に埋め、スループッ
トを増加させる。
【００７４】
　[0082]いくつかの態様では、ＵＥは、上述されたアプローチの組合せを使用し得る。た
とえば、ＵＥは、ＲＦ利用可能インジケーションを取得した後、チューンバック後に、最
初の、または最初の少数のパケットをアウトオブオーダーで受信したことに基づいて検出
された（１つまたは複数の）喪失されたパケットのために実質的に直ちに（たとえば、再
順序付けタイマを待つことなく）ＮＡＣＫを送信し、それに加えて、この期間中に検出さ
れた任意のさらなるギャップを考慮するために、チューンバック後の構成可能な時間期間
、より短い再順序付けタイマを含むアグレッシブなＮＡＣＫタイミング構成を実行させ得
る。
【００７５】
　[0083]いくつかの態様では、最初の、または最初の少数のパケットに基づいて検出され
たギャップのために実質的に直ちにＮＡＣＫを送信することは、ＵＥが、将来、より多く
のいくつかのパケットを喪失し得ることによって、ＢＬＥＲ（ブロック誤り率）を生成し
得る。ＲＦ利用可能インジケーション後の時間期間、アグレッシブな構成を維持すること
は、これら喪失されたパケットの復元を助ける。
【００７６】
　[0084]図９は、本開示のいくつかの態様に従って、高速なＮＡＣＫを送信するために、
たとえばＵＥ（たとえば、ＵＥ　６５０、ＵＥ　１０２、ＵＥ　２０６等）によって実行
される例示的な動作９００を例示する。
【００７７】
　[0085]動作９００は、９０２において、ＵＥが、たとえば、第１のネットワークから第
２のネットワークへチューンアウェイされた後に、第２のネットワークから第１のネット
ワークへチューンバックすることによって始まる。９０４において、ＵＥは、このチュー
ンバック後、第１のネットワークに関するＲＦ利用可能インジケーションを受信する。
【００７８】
　[0086]９０６において、ＵＥは、たとえば、チューンバック時に第１のネットワークに
関するＲＦ利用可能インジケーションを受信した後、タイマを開始することによって、ア
グレッシブなＮＡＣＫ構成の時間期間を開始し得る。９０８において、ＵＥは、受信した
パケットをモニタし、何れかのパケットを喪失したのか否かを検出することを試み得る。
【００７９】
　[0087]９１０において、ＵＥは、たとえば、チューンアウェイによって、ＵＥが１つま
たは複数のパケットを喪失したことを示すアウトオブオーダーのパケットを受信し得る。
９１２において、９１０において受信されたアウトオブオーダーのパケットが、チューン
バック後の最初のパケットである場合、動作は９１４へ進み、ＵＥは、たとえば、再順序
付けタイマを開始することなく、１つまたは複数の喪失パケットのためにＮＡＣＫを直ち
に送信する。
【００８０】
　[0088]９１２において、検出されたアウトオブオーダーのパケットが、チューンバック
後の最初のパケットではない場合、動作は９１６へ進み、ＵＥは、アグレッシブなＮＡＣ
Ｋ構成の時間期間が満了したか否かをチェックし得る。態様では、ＵＥは、９０６におい
て開始されたタイマが満了したか否かをチェックすることによって時間期間が満了したか
否かを決定し得る。
【００８１】
　[0089]アグレッシブな期間が終了していない場合、動作は９１８へ進み、ＵＥは、アグ
レッシブな再順序付けタイマに従って、（アグレッシブな構成の期間の残りの持続時間、
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）ＮＡＣＫの実行を開始し得る。上述したように、アグレッシブな再順序付けタイマの値
は、ネットワークによって定義されたデフォルト値未満であり得る。９２２において、Ｕ
Ｅは、アグレッシブな再順序付けタイマの満了時に、１つまたは複数の喪失パケットのた
めにＮＡＣＫを送信し得る。
【００８２】
　[0090]９１６において、アグレッシブな期間が満了した場合、ＵＥは、９２２において
、デフォルトタイマの満了後、ＮＡＣＫを送信し得る。上述したように、ＵＥは、９０６
において開始されたタイマの満了時に、アグレッシブなＮＡＣＫ時間期間を終了させ得る
。
【００８３】
　[0091]喪失されたパケットを復元するための上記議論された高速なＮＡＣＫのための技
法は、チューンアウェイおよびチューン・バック・シナリオのみに限定されないことが留
意され得る。これらの技法は、喪失されたパケットが検出され、受信されたパケットの順
番に１つまたは複数のギャップを埋めるために迅速に復元される必要があるとき、任意の
状況に適用され得る。
【００８４】
　[0092]開示されたプロセスにおけるステップの特定の順序または階層は、典型的なアプ
ローチの例示であることが理解される。設計選択に基づいて、これらのプロセスにおける
ステップの特定の順序または階層は、再構成され得ることが理解される。さらに、いくつ
かのステップは、結合または省略され得る。添付の方法請求項は、様々なステップの要素
を、サンプル順に示しており、示された特定の順序または階層に限定されるとは意味され
ていない。
【００８５】
　[0093]さらに、「または」という用語は、排他的な「または」ではなく、包括的な「ま
たは」を意味することが意図されている。すなわち、別に指定されていない場合、あるい
は、文脈から明らかではない場合、たとえば、「Ｘは、ＡまたはＢを適用する」という句
は、自然な包括的な置き換えのうちの何れかを意味することが意図されている。すなわち
、たとえば、「Ｘは、ＡまたはＢを適用する」という句は、以下の事例のうちの何れによ
っても満足される：Ｘは、Ａを適用する；Ｘは、Ｂを適用する；または、Ｘは、ＡとＢと
の両方を適用する。それに加えて、本願および添付された特許請求の範囲で使用されてい
るような冠詞「ａ」および「ａｎ」は、特に指定されていない場合、あるいは、単数を対
象としていることが文脈から明らかではない場合、一般に、「１つまたは複数」を意味す
るものと解釈されるべきである。アイテムのリスト「のうちの少なくとも１つ」を称する
句は、単数を含むこれらアイテムの任意の組合せを称する。例として、「ａ、ｂ、または
ｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－ｃ、およびａ－ｂ－
ｃをカバーすることが意図されている。
【００８６】
　[0094]前述した記述は、当業者が、本明細書に記述された様々な態様を実現することが
できるように提供されている。これらの態様に対する様々な変形は、当業者に容易に明ら
かになり、本明細書で定義された一般的な原理は、他の態様に適用され得る。したがって
、特許請求の範囲は、本明細書で図示された態様に限定されず、特許請求の範囲の文言と
首尾一貫した完全な範囲が与えられることが意図されており、ここにおいて、単数形によ
る要素への参照は、明確にそのように述べられていないのであれば、「１つおよび１つの
み」を意味するのではなく、「１つまたは複数」を意味することが意図されている。特に
明記されていない限り、用語「いくつか」は、１つまたは複数を称する。当業者に知られ
ているか、または、後に知られることになるこの開示を通じて記述されている様々な態様
の要素に対するすべての構造的および機能的な等価物が、参照によって本明細書に明確に
組み込まれており、特許請求の範囲に包含されると意図される。さらに、本明細書で開示
された何れも、このような開示が特許請求の範囲において明示的に述べられているか否か
に関わらず、公衆に専用のものである（be dedicated）とは意図されていない。特許請求
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の範囲の要素が、「～するための手段」という文言を用いて明示的に示されていないので
あれば、特許請求の範囲の何れの要素も、ミーンズ・プラス・ファンクション（ｍｅａｎ
ｓ　ｐｌｕｓ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）として解釈されるべきではない。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　トリガイベントが生じたことを決定することと、
　前記決定に応じて、否定的アクノレッジメント（ＮＡＣＫ）タイミング構成を修正する
ことと、
　前記修正されたＮＡＣＫタイミング構成に従って、１つまたは複数のＮＡＣＫを送信す
ることと、
　を備える、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信の方法。
［Ｃ２］
　１つまたは複数の喪失されたパケットを示す、パケットがアウトオブオーダーで受信さ
れたことを決定することをさらに備え、前記トリガイベントを決定することは、アウトオ
ブオーダーで受信されたパケットを記憶するために利用可能なメモリが、しきい値未満に
下がったことを決定することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記しきい値は、前記ＵＥにおいて構成可能である、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　第１のネットワークからチューンアウェイした後、前記第１のネットワークへチューン
バックすること
　をさらに備え、
　前記トリガイベントを決定することは、前記第１のネットワークへチューンバックした
後に受信されたパケットが、アウトオブオーダーで受信されたことを決定することを備え
る、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記トリガイベントは、第１のネットワークからチューンアウェイした後に、前記第１
のネットワークへチューンバックすることを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　第１のネットワークからチューンアウェイした後に、第１の受信チェーンを、前記第１
のネットワークへチューンバックすることをさらに備え、前記第１の受信チェーンは、前
記第１のネットワークのために構成された少なくとも２つの受信チェーンのうちの１つで
あり、
　前記トリガイベントを決定することは、前記第１の受信チェーンが、前記第１のネット
ワークへチューンバックしたことを決定すること、または、前記チューンバック後に受信
されたパケットが、アウトオブオーダーで受信されたことを決定すること、のうちの少な
くとも１つを備える、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記修正することは、１つまたは複数の喪失されたパケットのためのＮＡＣＫの送信を
、デフォルトのＮＡＣＫタイミング構成に対してより迅速に引き起こすために、アグレッ
シブなＮＡＣＫタイミング構成の時間期間を初期化することを備える、Ｃ１に記載の方法
。
［Ｃ８］
　前記アグレッシブなＮＡＣＫタイミング構成の前記時間期間中、再順序付けタイマのデ
フォルト値未満である値を用いて、前記再順序付けタイマを使用すること、
　をさらに備える、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記アグレッシブなＮＡＣＫタイミング構成の前記時間期間中、再順序付けタイマが満
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了することを待つことなく、１つまたは複数の喪失されたパケットのために１つまたは複
数のＮＡＣＫを送信すること、
　をさらに備える、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記アグレッシブなＮＡＣＫタイミング構成の前記時間期間中、
　アウトオブオーダーで受信されたパケットが、ネットワークへのチューンバック後に受
信された最初のパケットである場合、再順序付けタイマが満了することを待つことなく、
１つまたは複数の喪失されたパケットのためにＮＡＣＫを送信することと、
　前記アウトオブオーダーで受信されたパケットが、前記ネットワークへのチューンバッ
ク後に受信された最初のパケットではない場合、再順序付けタイマのデフォルト値未満で
ある値を用いて前記再順序付けタイマを初期化することと、
　をさらに備える、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記時間期間は、前記ＵＥにおいて構成可能である、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記時間期間中に使用される再順序付けタイマの値は、前記ＵＥにおいて構成可能であ
る、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記時間期間の満了後、デフォルトのＮＡＣＫタイミング構成へ復帰すること、
　をさらに備える、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ１４］
　トリガイベントが生じたことを決定するための手段と、
　前記決定に応じて、否定的アクノレッジメント（ＮＡＣＫ）タイミング構成を修正する
ための手段と、
　前記修正されたＮＡＣＫタイミング構成に従って、１つまたは複数のＮＡＣＫを送信す
るための手段と、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ１５］
　１つまたは複数の喪失されたパケットを示す、パケットがアウトオブオーダーで受信さ
れたことを決定するための手段をさらに備え、前記トリガイベントは、アウトオブオーダ
ーで受信されたパケットを記憶するために利用可能なメモリが、しきい値未満に下がった
ことを決定することを備える、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記しきい値は、前記装置において構成可能である、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ１７］
　第１のネットワークからチューンアウェイした後、前記第１のネットワークへチューン
バックするための手段
　をさらに備え、
　前記トリガイベントは、前記第１のネットワークへチューンバックした後に受信された
パケットが、アウトオブオーダーで受信されたことを決定することを備える、
　Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記トリガイベントは、第１のネットワークからチューンアウェイした後に、前記第１
のネットワークへチューンバックすることを備える、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１９］
　第１のネットワークからチューンアウェイした後に、第１の受信チェーンを、前記第１
のネットワークへチューンバックするための手段をさらに備え、前記第１の受信チェーン
は、前記第１のネットワークのために構成された少なくとも２つの受信チェーンのうちの
１つであり、
　前記トリガイベントは、前記第１の受信チェーンが、前記第１のネットワークへチュー
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ンバックしたことを決定すること、または、前記チューンバック後に受信されたパケット
が、アウトオブオーダーで受信されたことを決定すること、のうちの少なくとも１つを備
える、
　Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記修正するための手段は、１つまたは複数の喪失されたパケットのためのＮＡＣＫの
送信を、デフォルトのＮＡＣＫタイミング構成に対してより迅速に引き起こすために、ア
グレッシブなＮＡＣＫタイミング構成の時間期間を初期化するように構成される、Ｃ１４
に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記アグレッシブなＮＡＣＫタイミング構成の前記時間期間中、再順序付けタイマのデ
フォルト値未満である値を用いて、前記再順序付けタイマを使用するための手段、
　をさらに備える、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記アグレッシブなＮＡＣＫタイミング構成の前記時間期間中、再順序付けタイマが満
了することを待つことなく、１つまたは複数の喪失されたパケットのために１つまたは複
数のＮＡＣＫを送信するための手段、
　をさらに備える、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記アグレッシブなＮＡＣＫタイミング構成の前記時間期間中、
　　アウトオブオーダーで受信されたパケットが、ネットワークへのチューンバック後に
受信された最初のパケットである場合、再順序付けタイマが満了することを待つことなく
、１つまたは複数の喪失されたパケットのためにＮＡＣＫを送信することと、
　　前記アウトオブオーダーで受信されたパケットが、前記ネットワークへのチューンバ
ック後に受信された最初のパケットではない場合、再順序付けタイマのデフォルト値未満
である値を用いて前記再順序付けタイマを初期化することと、
　を行うための手段、
　をさらに備える、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記時間期間は、前記装置において構成可能である、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記時間期間中に使用される再順序付けタイマの値は、前記装置において構成可能であ
る、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記時間期間の満了後、デフォルトのＮＡＣＫタイミング構成へ復帰するための手段、
　をさらに備える、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２７］
　トリガイベントが生じたことを決定することと、
　前記決定に応じて、否定的アクノレッジメント（ＮＡＣＫ）タイミング構成を修正する
ことと、
　前記修正されたＮＡＣＫタイミング構成に従って、１つまたは複数のＮＡＣＫを送信す
ることと、
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ２８］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、１つまたは複数の喪失されたパケットのためのＮ
ＡＣＫの送信を、デフォルトのＮＡＣＫタイミング構成に対してより迅速に引き起こすた
めに、アグレッシブなＮＡＣＫタイミング構成の時間期間を初期化することによって前記
ＮＡＣＫタイミング構成を修正するように構成される、Ｃ２７に記載の装置。
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［Ｃ２９］
　少なくとも１つのプロセッサによって実行されるとき、
　トリガイベントが生じたことを決定することと、
　前記決定に応じて、否定的アクノレッジメント（ＮＡＣＫ）タイミング構成を修正する
ことと、
　前記修正されたＮＡＣＫタイミング構成に従って、１つまたは複数のＮＡＣＫを送信す
ることと、
　を備える方法、を実行する命令を記憶する、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信
のためのコンピュータ読取可能な媒体。
［Ｃ３０］
　前記修正することは、１つまたは複数の喪失されたパケットのためのＮＡＣＫの送信を
、デフォルトのＮＡＣＫタイミング構成に対してより迅速に引き起こすために、アグレッ
シブなＮＡＣＫタイミング構成の時間期間を初期化することを備える、Ｃ２９に記載のコ
ンピュータ読取可能な媒体。

【図１】 【図２】
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